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　Googlo　Ear出 in　which 　the　fundamental　map 　consists 　of 　aerial　photos　is　an 　available 　mapping 　softwa 爬 fbr　general

public　to　brows　map 　infbmlation　 all　around 　the　 world ．　The　convontional 　 earthquako 　hazard　maps 　 ar ¢ often

superposed 　 on 　blank　 maps ．　We 　provide　alternative　 ea “hquake　hazard　 maps 　which 躍 e　 superposed 　 on 　aerial

photographic　maps ．　It　is　easy 　fbr　geno【al　uscrs 　to　unders セmd 　the　infbrmation　on 　natural 　huzards　and 　disaster　dsks

associate 　with 　neighborhood 　information（e．9．　residences ，　facilities，　alleys，¢ tc，）．　In　addition，　Goo9 量o　Earth　has　an

advantage 　on 　user・f｝iendlinoss　compare 　to　ordina1y 　GIS，　In　this　study ，　we 　develop　tho　ear よhqロake 　hazald　maps 　by
using 　Google　Earth．　Th ¢ n，　wc 　identify　tho　featUres　and 　issues　in　th¢ d¢ velopcd 　hazard　maps ．
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1．は じめに

　Geogle　Earthは 世界中の 衛星 ・航空写真を表示する地図ソ

フ トウェ ア で あり，利用者 は容易 に地 図情報を 閲覧す る事

が で き る．一方 ， 従来の 地震ハ ザードマ ッ プ は 白地図上 に

表示 され る も の が多か っ た，そ の 為，実際の 場所 の イ メ
ー

ジが掴 み難 く，地図 に不慣れな人々 な どに とっ て は理 解す

る の に 困難を伴 うもの で あ っ た．しか し， 航 空 写真上 に地

震 ハ ザード情報 を重ね表示 す る事 に より，更に理解 し易い

防災情報を提供す る事が で きる．ま た，イ ン ターネ ッ トに

接続 された環境 で あれ ばど こ で も利用 可 能で あ り，一
般の

GIS等 と比較 して操作性が容易で ある点も有利 で ある．更に，

Google 　EarthAI｛を利用するこ とに よっ て，情報提供者の 準備

し た任意の Web ペ ージ内にGoogle　Earthを埋め込 む こ とも可

能で ある．

　最近，Google　Earthを地震学分野
1＞　2）・や地 盤 工 学分野ので 活用

し た 事例が発 表 され て い る．ま た，防災活動の 為に利用す

る方 法 に つ い て の 提 案 もな され て い る
9 ．こ の よ うに ，

GoogleEarthは防災分 野 での 有効活用が期待で きる．

　そ こ で，本研究で は Google　Earthを利 用 した 地 震 ハ ザ
ー

ド

マ ッ プ を開発 し，そ の 特 性 につ い て検討 した ．

2 ．Google　Earth版ハ ザー ドマ ッ プの考え方

　著者等は，想定地震に よ るハ ザード情報 （震度、液状化

危険度な ど） と リス ク情報 （建物等 の 被害） を面的 に推 定

す る 「地震被害 シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン ・シ ス テ ム 」

ae を開発 し

て い る．本研究 で は，4 次 メ ッ シ ュ （約 500m × 500m）情報

で 得 られ る この 出力結果を Googlc　Eamh上 でオ ブ ジェ ク トを

構成す る 為の KML （KMZ ） フ ァ イ ル に 変換 して，　 Google

Earthに読込む事に よっ て ，ハ ザードマ ッ プ を提供す る こ と

を試み た．こ こ で，KMZ は KML フ ァ イ ル を ZIP 圧縮 して

サ イ ズ を小 さ く した も の で あ り ， 内容 的 に は同 じ もの で あ

る，KML の 仕様は，（）peri　Gcospatial　tonsnium で 規定され て

い る
刀
為，これに従 っ た．ハ ザードお よ び リス ク情報 の 作成

か ら表示 ま で の
，

一
連 の 処理 の 流れ を図

一1 に 示す，

　地 震被害シ ミ ュ レーシ ョ ン ・シ ス テ ム か ら出力され た各

メ ッ シ ュ の 情報 は，Google　Earth上 で は ポ リゴ ン で表す こ と

と した．ま た，ハ ザードや リス ク の 程度 を示す数量は，一

般の 利用 者に 分か り易くす る為に，区分化 して 色分け表示

す る．なお，ポ リゴ ン の 色 は半透明に して ， 背景 の 航空写

真地 図 が視認 で き る よ うに して い る，また，ポ リゴ ン に は

属性情報を持たせ る事 が で きる為，区分化 に よっ て カ テ ゴ

リー化 （情報の 簡略 化）され た元 情報の 実数を与えてい る．

属性情報 は，対象の ポ リゴ ン をマ ウス で ク リッ クす る事 に

より，ポ ッ プ ア ッ プ ・バ ル
ー

ン で表示 され る．

3 ．ハ ザードマ ッ プの事例

　中央 防災 会議 で 想 定 し て い る 「東 京 湾北 部 地 震

（M7 ．3）」 に 相当する 震 源 （矩 形 断層 ） を考えて，先 の 地

震被害シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン ・シ ス テ ム で 解析 した 防災情報

（ハ ザ
ー

ド及 び リス ク の 情報） をGoogle　Earth上 に表示 させ

た結果 を図 一2 〜図一6 に示 す。なお，解析の 対象と した

領域 は東 京 都の 区 部で あ る，図
一2 は，地表 に お ける最大

加 速度 の 分 布 を示 して い る，下 町 の 低 地 部よ りも，山の 手

の 武蔵野 台地で 最大加 速度 が大 き くな る傾 向が 見 られ る，

図
一3 で は，震 度 分布 図 と共 に道路，公 共施設 （役所，学

校，病院，警察署， 消防署など）を重ね 表示 し て い る．図

一4 は液状化 危険度の 分布 図を示 して い る，属 性 情報 と し

て，m 値，液状化層厚，　 SI値，地 表最大加速度 を保持させ
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て い る，対象領域内で ポ リゴ ン が表示されて い ない 領域は，

砂お よび礫の 地盤で ない た め液状化判定の 対象外 とな っ て

い る 地域で あ る．図
一5 で は ， Geogle　Earthの 「目印」 で示

され た拠点位置 と周 辺域の木造焼失棟数分布 との 関係 を表

して い る．図
一6 は 木造全壊棟数の 分布図で あり、各 メ ッ

シ ュ の ポ リゴ ン に 持たせ た属性情報 （メ ッ シ ュ 内の 木造建

物総数 全 壊率 全壊棟数な どの 数値） をポ ッ プア ッ プ ・バ ル

ー
ン に よっ て 表示 させ て い る，

　図
一7に は，震度分 布図 をほ ぼ 1 メ ッ シ ュ 分の 大きさに

まで 拡大 した 様子 を示す．図中の 白線 は メ ッ シ ュ の 境界 を

表 して い る．塗 りつ ぶ され た ポ リ ゴ ン を透過 して ，建物 や

道路などの 航空写 真地図を確認で きる こ とが 分か る．この

時の 塗りっ ぶしの 透過度は67％ で ある．

　図
一8 も同様 に震度分布図で あ る が ， 建物 を立体表示 さ

せ た 場合で あ る．防災情報の ポ リゴ ン は地表位置 に設置 し

て い る 為，こ の ように建物を立体表示させ た場合 で も，十

分に嬲 1亅す る こ とがで きる，

4 ．Google　Earth版ハ ザードマ ッ プの 特長と課題

　先 に示 した ハ ザードマ ッ プ の 事例を用い て ，その 利用性

につ い て検討 した結果を以下に ま とめ る．

（1）特長

本 研 究で 開発 したGoogle　Earth版 の ハ ザ
ードマ ッ プの 特長

は以 下 の よ うに ま とめ られ る，
・　 基本地図 と して 航空 写真 を用 い て い るた め，ラ ン ドマ

　　ーク とな る構造物 な どが容 易 に視認 で き，ユ ーザに と

　　っ て場所 を把握 し易い ．従 っ て，防災情報 との 関係が

　　理解し易 くな り，ハ ザ
ードマ ッ プ の 有効活 用 が 促 進 さ

　　れ る もの と期待で きる．
・　 視点を任意の 方向に 設 定す る こ とが で き るた め，必要

　　に応 じた方向か ら地図を俯瞰す る こ とがで き る，

・　 背景 の 航空 写 真地 図 は、随時更新され て い る た め，ユ

　　ーザ側で更新す る負担が生 じない ．
・　 KML （KMZ ）フ ァ イル をサ

ーバ 上 に置 くこ とに よ っ て ，

　　多くの 人か ら閲覧が 可能 とな り， 情報共 有が容易で あ

　　る．ま た，電子 メール などで，KML （KMZ ）フ ァ イル を

　　配付する こ とに より情報伝達が容易に行 える．
・　 別 に 準備 され た情報 がKML （KMZ）フ ァ イル 化されて い

　　れ ば，Google　Earth上で重ね合 わせ て 表示す る こ とが で

　　き，情報の 統合が 可能で あ る．
・　 KML フ ァ イ ル は，タ ブ形式の テ キ ス ト・フ ァ イル で あ

　　る為，特別 な編集用 ソ フ トや コ ンパ イ ラ を必要 とせ ず ，

　　修正 ・変更などが行い 易い．
・　 危険度など に 応 じて 区分化 され た 各種防災情報の ポ リ

　　ゴ ン は，そ の 区 分毎に レ イ ヤ化 （フ ォ ル ダ管理 ） され

　　て い る為，表示 ・非表示 の 切 り替 え操作 が容 易で ある．

（2）課題

Google　Earth版ハ ザードマ ッ プの 問題点 は，以 下の 通 りで

あ る．
・　 4 次 メ ッ シ ュ の 面的な情報を，1 メ ッ シ ュ

ー1 ポ リゴ

　　ン で 構成 して 表示 す る場合 ， あ ま り広域 の データ を表

　 示 しよ うとすると大規模な メ モ リ
ーが 必要となる （但

　　し，使用す るec に搭載され た メモ リー・サ イ ズ に依存

　 す る）．今 回検討した 結果で は ， 1 つ の 県程 度 の 領域

　　を対象とす るの が操作性を確保す る上で の 限界 で あっ

　 た．但 し，こ れに関して は，ある程度以上 の 広域を表

　 示 した場合 に は地図が縮小されて い る為，背景地図が

　 航 空 写真で あ る事の 利点が失わ れ る為，実用 上は 大き

　 な問題とな り得ない と考えられ る。
・　 ポ リゴ ン の 塗 りっ ぶ しを透過色で 行 っ て い るた め ，透

　 過度を小さくす る （色を薄くする ） と背景地 図の 色 と

　 干渉 して，色 の 判別 が難 しくな る．一
方 、透 過 度 を大

　 き く設 定 す る （色 を濃 くす る） と，背 景 地 図 が 視認 し

　 難 くな る．ま た、背景地 図 が 緑 の 多い 山間 部の 場合 と

　　ビル 群で 埋 め 尽 く された 都会の 場合 とで は，ポ リ ゴ ン

　 に 同じ色を用い て も印象が 異なるな どの 現象が現れ る，

　 以上 の よ うに ， ポ リゴ ン を塗 りつ ぶ す色お よび透過度

　 の 設 定方法に注意が必凄 で ある，

　 航空写真地図の 精度に関する情報 が公 開されて い ない

　 た め，G （x）91e　Earthが どの 程度の 精度を有した 地 図情報

　 で あ るか が不 明 で あ る．

5 ．おわりに

　本研究 で はGoogle　Eanhを利 用 した地 震ハ ザードマ ッ プ を

開発 し，その 特長や課 題な どにつ い て検討 した．

　Google 　Earthを用い たハ ザ
ー

ドマ ッ プ は，分か り易さや情

報共有の 容易さな ど多くの 利 点 を有 して い る が，幾つ か の

課題 も存在 して い る こ とが分 か っ た，今後は，国土地理 院

な どか ら出版 され て い る航空 写真 との 比 較を行 うなどし て，

地 図の 精度 に関す る検討な どを行 っ て ゆ く予定で あ る．
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図
一2　東京都区 部の 最大加 速度分布図

図
一1　処理 の 流れ

図
一3　東京都区 部 の 震 度 分 布 図

図一5　東京都区 部の 木造焼失棟数分布図

図一4 　東京都区部 の 液状 化危険度分布図

図
一6 　東京都区部の 木造全壊棟数分 布 図
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図
一7　震度分布拡大 図

図
一8　建物を立体表示 した時の 震度分布図

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


